
 

 

 

 

 

 

 

秋まき小麦の赤かび病・赤さび病の適期防除を！ 

１ 秋まき小麦の生育状況 

平年より早く止葉期となり、茎数は平年より多く推移しているほ場が散見されます。各

ほ場の生育状況をよく観察し、適期防除に努めましょう。 

２ 赤かび病・赤さび病の防除について 

 ○赤かび病 

赤かび病の感染時期は、開花時期です。防除の

際は、右図のように、小麦が出穂して「開花始」を確

認してから、防除を実施しましょう（図１）。 

○赤さび病 

赤さび病は、糸状菌が葉や葉鞘に赤褐色の斑

点（夏胞子層）を形成し、茎数が多く、高温少雨条件で

発生しやすくなります（写真１）。 

近年、渡島管内の発生は確認されていませんが、道央

やオホーツクで多発し、収量確保のためには、止葉を含む

上位２葉の発病を抑えることが重要になります。 

【発生が確認された場合】 

「ゆめちから」、「きたほなみ」ともに、赤さび病抵抗

性が「やや強」なので、通常１回目の赤かび病防除と

同時防除で対応が可能です（表１）。 

 

 

 

 

 

 

＊ベフトップジンフロアブルは、R7.10.30登録抹消                            ●：指導参考あり  ○：登録あり 

＊アブラムシ多発時は、殺虫剤（アドマイヤ－顆粒水和剤 15,000倍、バイスロイド乳剤 2,000倍、エルサン乳剤  1,000倍）を 

使用しましょう。 
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写真１ 赤さび病 

図１ 赤かび病防除目安 


